
1.司法関係者

2.社会福祉関係者

3.教育関係者

4.更生保護関係者

5.どれにも当てはまらない

【いちモニ】市川市再犯防止推進計画策定に係るアンケート



保護司





1.生活の基盤となる仕事の確保

2.就労につながる資格等の取得

3.生活の拠点となる住まいの確保

4.立ち直りを支援する専門機関や民間団体の連携

5.矯正施設や学校での教育

6.社会や地域の人々とのつながり

7.薬物等の依存症の治療などにかかる保健医療サービスの提供

8.高齢や障がい等により支援を必要とする場合の福祉サービスの提供

9.家族など身近な人の支え

10.困ったときの相談先

11.再犯防止のための広報・啓発活動

12.何もない

13.わからない

14.その他

1.パンフレットを読んだり、インターネットで調べることなどにより再犯防止のことを学ぶ

2.国や近隣自治体の再犯防止推進計画を読んで、再犯防止の取り組みを理解する

3.社会を明るくする運動に参加する

4.罪を犯した人に対する偏見を持たない

5.罪を犯した人を受け止めて見守る

6.罪を犯した人の相談相手となり、寄り添う

7.保護司会、更生保護女性会、BBS等の更生保護活動に参加する

8.何もできない

9.わからない

10.その他



1.再犯防止についての理解促進に向けた広報活動

2.再犯防止のための計画を策定し、市全体として組織的な施策を行う

3.罪を犯した人の就労支援

4.罪を犯した人の住居確保の支援

5.罪を犯した人の学び直しの機会の確保

6.罪を犯した人の特性（高齢・障がい等）に応じた日常生活の支援

7.罪を犯した人やその家族、支援者等からの相談への対応

8.保護司や更生保護団体等民間協力者に対する支援

9.罪を犯した人に対する支援ネットワーク
（病院、学校、福祉施設などの機関や民間団体で構成）を作り、支援する

10.特にない

11.わからない

12.その他




